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フケが ヴ ュルテ ンベ ルクで丸編機 の製作 を開始 したのは1852年の秋であった。
第1表 は,フ ケ社の年間丸 編機販売 台数 の推移 を示 した ものである。 これによ
り1853-1855/56年の販売実績が1866-1869年のそれ を上回 ってお り,フ ケ社 が
開業 当初か ら安定的 に丸編機 の受注 を確保 してい たことがわか る。 しか しこう
した初期 の販売実績 は,フ ケ社 の丸編機 の販売先 を示 した第2表 か ら確認 で き
るよ うに,ザ クセ ンと並 んで,バ ーゲ ン,バ イエ ル ン,ベ ー メン,ヘ ッセ ン,
ル クセ ンブルク,オ ース トリア,..イタリア,デ ンマー ク,ロ シアとい っ.た国々
への輸 出に圧倒 的に依存 した もので あ り,フ ケ社 の トゥルワ時代 か らの顧客 と
の結びつ きによ り実現 された ものであ った11。ヴュルテ ンベル ク域内で の販売
実績 は,僅 か に2台(1853年),14台(1854/55年),21台(1855/56年)にとど
ま っていたので ある。
1856-1865年の年 間販売実績 の推移 は不明であ るが,平 均70台程度であ った。
.この間,合 衆国で南北戦争 が勃発 し,編 物産業 も綿花飢饉の影響を受けるこ と
1)BrcBkr卜Achim,G所躍如gμ η44励 岬 必r可'`彦[翻α剛 融 濯が 伽 卜Mα励 ゴ〃8躍.距6勲"cnRム
Dン1MBム};∫DUQUE7■ECOMP1852'"5加``'解 職Em,戸b'ム 蜘1細 馳G仔 ㎜r婦 耽 」8川π9
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1857 　 1864 　 187ユ 175
1858 1865 一 ユ872 191
1859 1866 73 1873 93
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にな った。 しか しそのため にフケ社 の丸編機 の販売実績が急激 に悪化す るとい
うことはなか った。.これに先立つ1856年,フケ社 は,生 地の編成を司 り,フ ラ
ンス式:丸編機 に とって技術的枢要を成す膳板Mailleuseに改良を加 え,新 た に
大勝板GroBeMailleuseを開発 していた。従 来の丸編 機 は,綿 糸の加1:を可
能 に した点で 画期 的で はあ ったが,綿 糸 と未脱 脂 紡 毛糸gefetteteStreich-
garne以外 の編糸の編成 には不 適当であ った。 これに対 して,大 腰板 を備 えた
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丸編機 は,以..ヒの原料糸 に加 えて,脱 脂梳毛糸trockencKammgarne,絹糸,
亜麻糸 の加工 に も適す るもので,イ ン ド産 な ど品質的 には合衆国産に劣 る原綿
か らなる綿糸の編成 にも優 れた特性 を発揮 した。綿花飢饉 の影響で編物産業が
合衆 国産綿花か らの転換 を図 ってい た折,フ ケ社 は原 綿 の品質へ の依 存を低
減 させ る大隣板 に よ り,綿 花飢 饉 に伴 う販売の急激 な縮小 を回避 したのであ
る㌔
ところで,フ ケ社 は.丸 編機の製造 とは別 に1862年にね じ工場 を建設 し,外
部 の経営 に対 して もね じ ・工具類の販売 を行 っていた。ね じ.L場は,も ともと
丸編機 を構成す る各種 の機械部 品,工 具,ね じを内部調達す る目的で創設され
た ものであ った。それ まで フケ社 はシュ トゥ トガル トの 「ノパー兄弟社」Fir・
maGebr.Nopperから丸編 機 の原 材料Materialienや付 属部 品Zubehorteile
の供給 を受 けてお り,両 社 の取引関係は ノパー兄弟が フケ社 の共同経営者 とな
ることで,.・層 の発展 を遂 げた。 この共同経 営の契約が解消 され,そ れ に伴 い
フケ社 が機械部 品の内製化 とい う課題に直面 した折,ノ パ ー社 出身 のフラウッ
KarlFriedrichF・auzがフケの娘婿 と して フケ社 の経 営 に参画 しa〕,ね じや 工
具 な どの製造 に特別の技術知識.と経験 を持つ フラウツを工場長 に据 えて新たな
製造部 門が設 けられた.フ ケ社 は,こ うした経緯 を経 てね じ ・工具類の生産 に
よ り丸編機販売台数の変動 の影響 を和 らげ,経 営 の安定化 を図 ってゆ くことに
なった㌔
その後1870-1872年には販売台数が 大幅に増加 してい る.こ れ は,い わゆ る
創業熱狂 による もので はな く,有 力 な競争相 手であ ったフ ランスの丸編機製造
業者が普仏戦争 によ り東 ヨーロ ッパ市場 か ら閉め出されて しまった ことに起 因
する ものであった。 ヴュルテンベル クの トリコッ ト産業の発 展 に基づ いた内部







シュ トゥ トガル ト,バ ー リンデンの両地 区で トリコ ッ ト肌着の生産が飛躍的に
増大す る1880年代 を待たねぼな らなか った5〕。
フケ社が ロ ッテ ンブルクに移転 した1873年か ら1879年までの販売台数は低迷
してい る。1870-1872年の実績 は,確 か に普仏 戦争 とい う特殊状 況 による もの
で はあったが,同 時に1870年代 は トリコ ッ ト産業が全般 的に発展 を した時期で
もあ り,こ の間の販売実績 はフケ社の低迷 を現す ものであった。その主 因は,
フケ杜 の ロ ッテンブル クへの移転 に伴 う,熟 練工の流出にあった。 開業 当初の
フラ ンス人専 門労働者 に代わ り,工 場で機械 工 として養成 され た地元労働者の
多 くが ロ ッテ ンプルクへの移動を忌避 し,シ ュ トゥ トガル トで 同 じく丸編機 を
製造す るテロ ット社 に移 ったのである5,。このテロ ット社 は,前 述 したよ うに,
フケ社 の工場長 を務めた テロ ッ トが設立 した丸編機製造会社で,フ ケ社 の強力
な競争相手であ った。1880年代 に入る と丸編機販売台数が急増す るが,こ れは
フケ社が新た に基幹労働 者を養成す るこ とで熟練工不足の問題を解決 し,ト リ
コッ ト肌着生産の急伸 による編機需要 の増大 に対応 し得 た結 果であ った。
2「 ス トル社」
フケ社が,鉤 針IIakennadelにより編成動作 が行われ るフ ランス式丸編機 を
製造 したのに対 して,ス トル社 は舌針Zungennadelを用 いた横編機 を専 門 に
製作 す る会社で あった。す なわち,前 者は トリコッ ト産業,後 者 は平編 業向け
に編機 を製造 していた。
創業者 ス トルは,ヴ ュルテ ンベル ク ・ゲ ッピンゲ ンの出身で,銃 器製造で著
名 な 「マウザ一社」Mauser-Werkeで職人修 柴を積 んだ機械工で あった。彼 は
遍摩修業時代の1871年,リー トリンデ ンの ノイフラNeufra/Riedlingenで撚糸
業 を営み ドイツで最 初に ラムの平行式編機 を導入 した 「フェルデ ィナ ン ト・グ




そ こ で 平 行 式 編 機 と出 会 っ た%
こ の 編 機 は,イ ギ リ ス 人 タ ウ ン ゼ ン トMathewTownshendが1856年に 発 明
し た 舌 針 を 採 用 した 最 初 の 機 械 で,.鉤 針 を 使 用 す る 靴 下 編 機 や フ ラ ン ス 式 丸 編
機 の よ う に,編 成 動 作 の 際 い ち い ち ひ げ 先 を 接 圧 す る 必 要 が な か っ だ)。 グ
レ ー バ ー社 は ラ ム の 発 明 特 許 が 失 効 した の を 機 に,平 行 式 編 機 の 製 作 を 企 図 し,
そ の た め に 機 械 工 で あ っ た ス トル を 雇 用 した の で あ る 。
さ て,ス ト ル ら に よ り製 作 さ れ た 平 行 式 編 機 第.・号 機 は,1871年 の ウ ル ム 産
業 博 覧 会UlmerIndustrieausstellungに出 展 さ れ,表 彰 を 受 け た 。 さ ら に1873
年 の ウ ィ ー ン世 界 博 覧 会 で も,彼 ら の 改 良 型 平 行 式 編 機 は 功 労 賞 を 受 賞 し た9:卜。
そ の 間 に グ レ ー バ ー 杜 は,平 行 式 編 機 の 生 産 を 本 格 的 に 開 始 し,自 社 工 場 に
100台余 の 編 機 を 装 備 す る と と も に,外 部 の 編 物 経 営 に 対 し て も 販 売 を 行 う よ
う に な っ た1%
しか し,ス ト.ルと彼 の 同 僚 で 同 じ く機 械 工 の シ ュ ミ シ トは,1873年 に グ レ ー
バ ー 社 を 辞 め,平 行 式 編 機 を 製 作 す る た め ,リ ー ト リ ン デ ン に 「シ.ユミ ッ ト ・
ス トル 社 」 を 興 し た 。 工 商 業 本 部 に よ り平 行 式 編 機 の 導 入 が 奨 励 さ れ ,そ れ に
伴 い 平 編 業 が 興 隆 しつ つ あ っ た 折,彼 ら は こ の.舌針 を 用 い た 編 機 に 対 す る 需 要
が 増 大 す る と,確 信 した の で あ る1㌔
会 社 の 業 績 は 順 調 に伸 び た よ う で あ る 。 最 初 は 靴.ドや 長 靴 下 の 生 産 に 適 し た
横 幅Arbeitsbreite30セン ≠ の ゴ ム 編 機Rechts/Rechts-Flachstrickmaschineが




8)岡 本恒彦 『新 しいメ リヤス学」繊維研究会 出版局,1967年,4ページ,平 行式編機 について詳
綿 は.米 出英生 『メリヤ ス製造 法」工政 會出版部,1929年,141-148ページを参照 されたい。
9)Sch】ottoxer,Helm.【,a.a.α,S.10.
1。)St・ud・しH …,σ 　 ゐ湘 鰍 ・E枷 ガ・肋 ・96・M　 ん加轍 伽 罐 切 職 ・ε鷹・δ・ゆ ピ、_
Wセ1読点8g(Dissertation),.TOhingen,1923,S.63-64.,K6niglicgesstatisti呂ch=topりgraphische




トルは平編業 の中心地 ロイ トリンゲ ンに移 り,当 地で編機製作所ス トル社を設
立 した。他方,シ ュ ミットは り一 トリンゲ ンにとどま り,1880年か らは工場 を
ネカルズルムNeckarsulmに移 して,平 行式編機 の製造 を続 けた121。同工場が
その後 自動車部 品工場 に転換 した こ とは,既 に述べた通 りである。
ロイ トリンゲ ンで編機 り製作 を開始 した ス トル社 の差 し当た りの課題 は,ラ
ムの平行式編 機を改良す ることで あった。針床Nadelraumが16センチか ら50
セ ンチ までの,様 々な針 間の ゴム編機が製作された。これ らの編機 の販売台数
は恒常 的 に増加 してい った ようであ るが,こ の間ス トル社 は,絹 地組織の多様
化 や摘 出 しを 可能 にす る編機の開発に も努め,1890年には平型 パー」レ編機の発
明に成功,]892年に特許 を取得 したm。
パール編 の組織 は,同 一 ウェール(編 目の縦方向 の連 な り).において,編 目
を引 き出す方向 を違 えて,表 目と裏目 とが作 られ てい る。 ゴム編の場合,一 度
編 目の引 き出 し方向が決 まれば,表 目 ウェールは常 に表 目を,裏 目ウェー ルは
常 に裏 目を編むが,パ ー ル編 では同一 ウェールヒ表 目と裏 目を作 るため,同 一
針 を任意 にどの方向に も動 くよ うにす る必要があ った。従 ってパール編 は,手
編であれば容易に編む ことがで きたが,平 編や ゴム編の場合 よりも機械化が技
術的 に困難であ った凶。 しか し同時 にパー ル編 は手編独特 の風合 いを持 ち,製
品用途 も広か った ことか ら,既 にス トル社 に先立ち,.イギ リス,フ ランス,合
衆国,ザ クセ ン,そ してシュ トゥ トガル トではテ ロ ット社が パール編機 の開発
を試み,何 れ も失敗 に終わ っていた1%
とまれ,こ うしてス トル社 は,編 物 界において機械化が急がれ ていたパール
編の分 野で編機 の発明 に成功 した。その後,ス トル杜 の編機生産 は急増 した。
パール編機の累計出荷台数 は1905年に1,⑪00台に達 し,手 動 ・動力式 ゴム編機
12)EbelLd烈,S.12,14-15.
13)Ebenda,S.17,20.
14)岡 本,前 掲 書,1詔 一134ペー ジ 。
15)Wdmer,WalterBeck .,加 ε5〃 ガ`紘胱 ηガπ面`虚 ガπR副'龍 駕6π(Di絡ertation},Rじutl鴫en,S.
110,
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はその翌年 までに5,390台販売 された。ユ880年代初頭 に既 に ウィー ン及び ス.イ
スに販売代理店が設 けられ ていたが,1907年及び1909年にはヴ ュルテ ンベ ルク
と並 ぶ ドイツにおける編物 産業の 中心地 ケムニ ッツChemnitz(ザクセ ン)と
アポ ルダApolda(テユー リンゲ ン〉 にそれ ぞれ販 売代 理店が置かれ た。輸 出
も好調で,19,20世紀の交 には スイス,オ ース トリア と.並んで,イ ギ リス,フ




グロッ杜 は,1852年にエー ビンゲ ンで創業 した編針の製造業者であ った。開
業 当初 グロッ社 は靴 ド編機用 の鉤針 を製造 していた。ζれ とほぼ同時期に シュ
トゥ トガル トでは フケ社が工 場 を立ち.Lげていたが,こ の ことは グロッ社 に
とって,鉤 針が丸編機 に も使用 されていた こ とか ら,大 きな市場 機.会を意 味 し
た。 しか しフケ社が使用 して いた鉤針 は鋼鉄製であ り,グ ロ ッ社 で製造 され た
粗 い銑鉄製 のそれ とは,品 質的 に全 く異な るものであった。
こうしてグ ロッ社 は鋼鉄製鉤針の製作 に取 り組 むよ うにな り,1856年丸編機
用編針 の販売 を開始 した。 しか しグロッ社 製のこの編針 は,原 料であ る鋼鉄の
品 質 に規 定 されて,「ペ ン先 の ように,強 靭 で柔 軟」 な特性 を備 え ては いな
か った。当時の ドイ ツの針金 フ ァブ リカ ン トはグロツ社の品質要求を満たすよ
うな精巧な鋼鉄製品を生産す る技術水準 にはな く,工 商業本 部によ り紹.介され
た.・連の針 金業者 も問題 を解決す ることはで きなか った。そ して最終 的にグロ
ッ社 は,ロ ン ドンの 「ク ッ均一父子会社」Fir皿aCooker&Sons及びバー ミ
ンガムの 「ウェブス ター社」Webssterからピア ノ線用針金の供給 を受 け,.約10





他方,フ ケ社 は開業当初 フランスの プロクローBr。quereauから編針 を購 入
していたが,輸 送 費負 担 を軽減すべ く,.徐々 に グロッ社 との取 引 を拡大 して
い った ようであ る18,。1862年には両社 の問で,排 他 的な取 引契 約の締結 が議論
されてお り画,既にそれ以前に両社は丸編機用編針の取引を行い,信頼関係を
築いていた ことが推定 され る。
1871年にはス トル とシュ ミットが グ レー.バー 社 で平行式編機の製作に成功 し
たが,彼 らがその模倣 を迅速 に行い得 たのは,既 にこれ に先行 して グロッ社 が
舌針の製造技術を獲得 していたからでもあった。
グロッ社 が舌針 の製造技 術の開発 に着手 したの は186311一の ことであ った。同
社が平行式編機 とそれに使用される.舌針の存在を知るに至った経緯は不明であ
るが,グ ロッ社 はゲ ッピンゲ ンの商人か ら舌針 の見本を入手 し,当時 その供給 を
18)Ebεnda,S.2L,、zDege,Ems↑.11.湖.().,S.71-72.
19)Ebenda,S,73-74,
契 約 の 草 案 は 次 の 通 りで あ る.
1条:フ ケ,フ ラ ウ ツ両氏 は,1862年1月1Hよ リ グ ロ ツ氏 の 丸 編機 用 編 針 の生 産.(現在,
週 に10,000本〕 の全 て を引 き受 け る 。
2条:グ ロ ツ氏 は1月1日 よ り他 に丸 編 機 用 編 針 を販 売 す る か 譲 るか しな い とい う義 務 を持
つ 。 これ に 対.して 野 フケ 野 フ ラ.ウγ両 氏 もそ の 需 要 の 全 て を グ ロッ氏 か ら受 け取 る義 務
が あ る。 例 外 は 舌 針Scharniernadelであ る。 フ ケ.フ ラウ ツ両 氏 は,グUツ 氏 が 目的
に適 つた 製 作 の た め に 設備 を整 え る まで,他 で 舌針 を購 入 す る こ とがで き る。
3条=需 要 が 週10,000本を 上 回 った と きに は,グ ロ ッ氏 は生 産 の拡 大 に よ り,よ り多 くの
需 要 に応 え る義 務 を持 つ,
4粂:そ の うえ グ ロ ツ氏 は,ウ ェ ブ ス タ ー杜 製 の 針 金 を 用 い,常 に 良好 に動 き適 度 に妬 き入
れ さ れ た 編 針 を供 給 す る義 務 を有 して お り,僅 か な 商 品 を保 持 し,そ の商 品 に よ って 生
じた 損失 に も責 任 を負 わ ねば な らな い 。
5条=フ ケ,フ ラ ウツ 「呵氏 は,.早.めに 受 注 をす る こ とで グ ロ ツ氏 が常 に生 産 に従 事で きる よ う
考 慮 し,口 座 引 き浩 と しKunt〔,i詣bzu区を し ない で 月 末 毎 に供 給 を 調 整す る義 務 を持 つ 。
6条=グ ロ ッ氏 が 他 に丸 編 機 用 編 針 を 販 売 した 場 合,,W本 につ き25グル デ ンの 反則 金 を フ
ケ,フ ラ ウッ 両氏 に支 払 わ ね ば な ら ない 。 逆 に フ ケ,フ ラ ウ ツ両 氏 は,他 で 購 入 した 編
針100本につ き25グル デ ンを グ ロ ツ氏 に 支 払 わ ね ば な ら ない 。 これ に つ い て例 外 を 成 す
の は,2条 で触 れ た舌 針 の場 合 か,グ ロ ッ氏 が 供給 しな い こ とで.フ ケ,フ ラ ウ ッ両 氏
に 他 で編 針 を購 入す る必 要 が あ る場 合 だ け で あ る。 しか しこ の場 合,フ ケ,7ラ ウ ッ両
氏 は必 ず グロ ッ氏 にそ の 旨 を知 らせ る こ とに な る。
7条:グ ロ ツ氏 の 従 来 の 顧 客 に は,現 ドの協 定 が 回 覧beider5eiti即sCircularを通 じて 告 げ
られ る。
8条1現 下 の契 約 は5年 間 有効 己bgesl曲s5ビ[Lとな る.こ れ が1呂66年6月 まで ど ち らの 側 か
ら も解 消 さ れ ない 場 合,契 約 は さ らに5年 間続 く、,
■■■■ii■■一属:一 ・一.
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外 国に仰 いでいた フラ ンクフ・レト(M>の 「ヴ ィル トヅ ンター 蜥 」Fi,ma
Wirth&Sonntagを紹介 されていた。 また フケ社 もグロツ社 に先行 して1860年
頃 よ り舌針 を使用 した編機 の製作 に取 り組 んで いた ことか ら,グ ロッ社は舌針
製造 に関す る意見交換 のために しば しば フケ社 を訪れ,技 術の開.発に努めた。
こ っした生産者間の交流か ら,グ ロッ社は早 くも1864年に舌針 の製造技術 を
確 立 し,こ れを合衆国 などに輸出 した。ス トル らの編機製作 は,こ の ような要
素技術 の存在 に支 えられた ものであっだo:脚。
.かか る:生産者間の技術.協力 関係 は,パ ール編機の発明 において も見 いだす こ
とがで きるが,こ の ことはグロッ杜の顧 客 を特 定の編機製作 会社 に限定 して し
ま うもので はなか った。
前述 のフケ社 との取引契約 は,テ ロ ッ ト社の創業 によ りフケ杜 に とってよ り
重要な もの とな ったが,奉調 練 口 よ至 らなか った.グ ・ツ社 はフケ社 との関
係維 持 しながら1865年からはテ・ ・ト社 め 取引関係を醗 化させた。ま
た ス トル社 とも濃密 な取引 ・技術協力関係を築いてい っだ1)。
2編 機製造業及び紡績業と編物産業との関係
ヴュル テンベル クの編物産業め内部 には様々な関連支援 産業 の発展が見 られ
た・本稿 では・特 に繍 業 と編機製造熟 ・つ いて.そ の発展 を確 認 した。では,
編成作業 の前後工程 を担 うそ うした産業 と編物経営 との関連 は具体 的に如何 な
るものであ ったのか。
綿紡績業で は,紡 織兼営化 が進 んだ ことで,紡 績業者はまず何 よ りも自己の
織物 工場用 に紡糸 を生産 した。 ヴュ.ルチ ンベル ク域 内の編物 生産者 と密接 な垂
直的分業 関係 轢 い た とい う点では,撚 練 者や ザクセ ・の編綴 造 に特化 し
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.一般 に編糸 として利用され る甘撚双糸 の大部分 を外部の紡績業者か ら購 入 して
いたが,例 えば ロイ トリンゲ ンの1.シックハ ル ト社」C.Schickhardt&Co.な
どは,シ ュヴェー ビ ッシェ ・アルプを中心 とす るヴュルテ ンベル クの平編業 の
編糸需要 に応 えて,平 行式編機 の普及 とともに撚糸生産 を増大 させ た2㌔ また
こ うした撚糸業者の数 も編物産業 の発展 に伴 い徐々に増 えてい っだ%
細糸 につい ては,全 般 に イギ リ.スの存在 が指摘 で きるが,Zweizylindergam
やVigognegarn(綿と羊 毛の混紡 糸)の 取 引で は,ザ クセ ンとめ関係が最 も
強 く現れた。19世紀 の末にはヴュルテンベル クの トリコッ ト経営 の大部分がザ
クセ ンの紡績業者 にそ うした紡糸の供給 を仰いでお り,並 物 中心 のバー リンデ
ン地区です ら,ヴ ュルテ ンベルクに次いでザ クセ ンか ら.紡糸 を購入 していた。
羊毛紡績業では,梳 毛紡績部 門で編糸製造 に特化 した専業紡績業者の大規摸
な発 展が見 られた。 このためヴュルテンベル クの編物産業 の羊毛糸需要 は,基
本的に域 内の紡績業者 によ り満たされ,僅 かに最 良の品質 の梳毛糸だ けが フラ
ンスか ら輸 入され てい だ ㌔
次 ぎに編機製造業で は,フ ケ社,ス トル社 ともに高度 に輸出 に依存 す る形で
経 営発展 を遂 げた とい うことが指摘 で きる。 フケ社 の1866-1872年の丸編機累
23)Hirschfeld,Paul,a.随.0.,S.94-85.,Kollmer,Gert.v.〔}heimb.Loup,Zo"τ78競η研4∫ η〃oτ7α.
LionDieReaktionxaupHem.加瘤 励8r恥 診ゴ加 ぬ ∫おぜ8始'αげ4θ'謬D副 ∬ん8〃ゐ'細 波7星1&守4..
1874,StKat卜arin已n,1996.S.82-83.
24)Huber,FrduzCarl,翫ε∫cんガ}gμ,・翫 脚・融 ∫5ひ 癖 簡g朋8臨8ゐ ㎝5飽r職r`勘 舶 邸g～5伽η
Ha〃礁 勲`τ脚η多帥 屡.7留2'G即 螂f〃4臨沈 捌4Gm∫ 「h醐謝 々 〃W掘`齪 融鳴St.出し9証r転【910,5.
191.
35)A】fopsvonde,IMM,a.a.O.,S.71-73.
な お,ヴ ュ ル テ ンベ ル クの 編 物 産 業 の 紡 糸 取 引 に関 して こ こで 引 用 したAlfon5vo【1derHehn
の 研 究 は,1930年に刊 行 され た現 状 分 析 の 書 で あ り,紡 糸 供給 に つ い て の叙 述 も第 ・次 大 戦 前 後
期 の 状 況 に基 づ い た もの で あ る。 従 っ て,本 稿 当 該 部 分 の叙 述 は,.対象 時 期 を異 にす る研 究 に依
拠 した もの で あ り,19世紀 末 まで の 編 物 産 業 の 状 況 を正確 に把 握 した も ので は な い.
しか し、 ヴ ュル テ ンベ ル ク の綿 紡 績 業 が19{N紀後 半 以 降 一貫 して紡 織 兼 業 化 を推 し進 め る傾 向
を 示 した こ と,他 方 で 当該 期 にザ ク セ ンの 綿 紡 績 業 に お い て単 一 工 程 型 の編 糸 生 産 に特 化 した 紡
績 業 者 が 発 展 を遂 げ た こ と,さ らに ヴ エル チ ンベ ル クの梳 毛 紡 績 業 ほ編 物 産 業 との 関 係 を 強 め る
こ とで ザ クセ ンの綿 紡 績 業 者 と同 様 に経 営 発 展 した こ と,ま た以 上 の事 実 ぽ少 な く と も第 一次 大
戦 前 の状 況 に も当 て は まる こ とな ど を考慮 す る な らば,紡 糸購 入 に 関す るAlfOIL騨吐〕nderHe】m
の 叙 述 ぽ,19世 紀 末 につ いて もあ る程 度 妥 当 す る もの と判 断 す る こ と も許 され るで あ ろ う。
■■■圏i■国蕉..一.一.
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計 出 荷 台 数 に 占 め る ヴ ュ ル テ ン ベ ル ク 域 内 で の 販 売 は,僅 か6分 の1に と ど
ま ら て お り珊,,ス ト,レ社 の 輸 出 比 率 が60%(1912年)に 達 して い た こ と は,先
述 した と お りで あ る 。
ヴ ュ ル テ ンベ ル ク 内 で は,フ ケ 社,テ ロ ッ ト祉,.ス トル 社 が そ れ ぞ れ の 編 物
産 地 に 立 地 し,そ れ に応 じて 市 場 を 分 割 して い た 。 ス トル 社 は シ ュ ヴ ェ ー ビ ッ
シ ェ ・ア ル プ の 平 編 生 産 者 向 け に 平 行 式 編 機 や パ ー ル 編 機 な ど 横 編 機 を 生 産 し
て い た 。 丸 編 機 に 関 して は,フ ケ 社 と テ ロ ッ ト社 は 競 合 関 係 に 立 っ て い た が,
1873年以 降 は 専 ら前 者 が バ ー リ ン デ ン地 区 の,後 者 が シ ュ ト ゥ トガ ル ト地 区 の
編 機 需 要 に 応 え て ゆ く こ と に な つ だ7:1。
1880年代 に 入 り ベ ン が 一 社 は 大 量 の 丸 編 機 を 導 入 し た が,そ の 多 くは テ ロ ッ
ト社 製 で あ っ た 。1890年代 央 よ りバ ー リ.ンゲ ン産 地 は 量 り売 り製 品 の 生 産 か ら
脱 皮 し,中 級 品 の 生 産 へ と重 心 を 移 して い た が,そ の 際 に 導 入 さ れ,1898年 に
2,149台を 数 え る ま で に 増 大 し た 丸 編 機 を 生 産 し た の は,フ ケ 社 で あ っ たz%
第3表 は,フ ケ 社 の1873一ユ926年の ヴ ュ ル テ ン ベ ル ク に お け る 地 域 別 顧 客 ・
編 機 販 売 台 数 を 示 した も の で あ る 。 同 表 か ら フ ケ社 の 丸 編 機 の 販 売 が 如 何 に
バ ー リ ン デ ン 地 区 に 集 中 し て い た か が 明 ら か で あ ろ う 。
・ な お
,テ ロ ッ ト社 は1891年よ り従 来 の 鉤 針 を 用 い た フ ラ シ ス式 丸 編 機 に 加 え
て,舌 針 に よ る 平 編 用 丸 編 機Rundstrickmaschi・・eの 生 産 を 始 め て い る 。 こ の
こ と は,ト リ コ ッ ト産 業 と平 編 業 の 複 合 産 地 で あ る と い う シ ュ ト ゥ ト ガ ル ト地
区 の 特 徴 に 照 応 す る も の で あ っ た291。い わ ば,編 物 産 業 に 規 定 さ れ る 形 で 編 機
26).BrcBler,Achim,a.a.0.,S.侃
27)Ebヒnda,S.68.
28)Eb皿dこ電,5.64二66.,Reinhard.0、、ρ'♂剛 〃㍑`r那うじ㎎盛嘔`,'L87裾物伽 ぬ ∫醒18'纏卿幽8!億B2所`一々




フケ社で も平編用丸編機の製造が行われ ていなか ったわ けで はない。舌針について,フ ケ社 は
テロ ット社 よ りも早 くその存 在を確認 していた。 フケ社 は既 に1862年〔テ ロ ッ日干創 業の年)に
はイギ リスか ら舌針 を輸入 し,新 型編 機を開発,1867年にはフケ社製平編用丸編機が販売されて
いた。 しか しそうした先発者 として優 位に立っていたはず のフケ社は,ロ ッテンプ ルクへの移/
70〔3.14) 第166巻 第4号
第3表 「フケ 社」 の 地域 別 顧 客 ・販 売 台 数(ヴ ュル テ ンベ ル ク)1873-1926'
* 地 域 顧 客 販売台数 * 地 」或 顧 客 販売台数
B タ イ ル フ ィ ンゲ ン 58 516 B 5ロ ス ヴ ァ ン ゲ ン 2 7
B エ ー ビ ンゲ ン ・26 440 B ジキ ンゲ ン 2 7
B ヘ ヒ ンゲ ン 9 244 フ オ.イエ ル バ ッ ハ 3 6
ロイ トリ ンゲ ン 14 111 ジ グマ リンゲ ン ドル フ 11 6
9 オンス トメ ッティンゲン 9 69 ウンター トゥルクハイム 1. 6
B バ ー リ ンデ ン 4 67F B メ ス シ ュ テ ッ テ ン 3 5
B トゥヒテル フ ィンゲ ン 8 56 B ハ ウ ゼ ン 1 4
B・,ブ ル ラ デ イ ン ゲ ン 8 51 B ラ ウ フ ェ ン 1 4
ト ゥ ト リ ン ゲ ン 4! 49 ルス トナ ウ 1 3
B ユ ン ギ ンゲ ン 3 49 ク ロ イ.ツリ ンゲ ン 4 2
ベ ジ ヒハ イ ム ユ 41 ヒル ザ ウ 】 2
ブ ヒ ヤ ウ 2 36 ニ ュル テ ィ ンゲ ン 11 2
オーベルテユルクハイム. 1 33 B ビ ッ ツ 1 2
バ ル クハ イ ム 1 31 ヴル ム リ ンゲ ン 1 2
ボ ー デ ル ス ハ ウゼ ン 2 2】 フ リ ー ゲ イ ンゲ ン 1 2
シ ュ ト ゥ トガ ノレ ト 10 18 カ ン シ.ユ タ ッ ト 1 1
工 一 リ ン デ ン 1 18 B エ ンデ ィン ゲ ン 1 1
B ガ イ ス リン ゲ ン 2 ユ7 フロー ン シュテ ッテ ン ユ 1
ア ー レ ン 4 16 コ ン ス タ ン ッ 1 1
B ビー ジ ン ゲ.ン! 4 16 メ ッ ツ イ ン ゲ ン 1 1
ヴ ァ イ ヒ ンゲ ン 1 ユ6 ノ イ7ラ 1 1
B ヴ ィ ン ター リ ン ゲ ン 2 14 オーベ ルゾ ン トハイム 1 1
ロ ッテ ンブ ル タ 2 12 ラ ドル フ ツェ ル
」
1 1
B マ ルク レー トハ ウゼ ン 1 12
1
シ ュ セ ン リ ー ト 1 1
タ ンハ イ ム 1 10 B シ ュ トラ イヘ ン 1 1
「 テ 」.一ピ ン ゲ ン ユ 10 B ヴ ァイ ル ハ イ ム 1 1
B フ ェ フ ィ ンゲ ン
r
3 9 B ッ ィルハ ウゼ ン 1 1
シュパ イ ヒン ゲ ン 2 9 ツ.f一ゼ ンハ ウ ゼ ン ユ ユ
一一.
合 計 221 2,067
*:B印 は,バ ー リ ンデ ン地 区 を指 す 。
M所=1～r已Bler,Add【n,6r勘躍嗣8π'雇A〃 ∫枷 器4盗 ℃'ππ飽r-S'埋`η壇プ㎞ ゐ.M"chlrsen.魚島
沈々"C渦RLD凱MZ3L瓢'0し 「Qし「ETf7COMP.1852ivStuttgart.EineFa(lstudiezu
G解r6の 伽 ・η8.溜`・・ん'・媚 ・伽 ・ 伽 ひ磁 ・・ 地 面 瑠'τ枷 伽8ゴ・,hen.f・4・オ・ガ rf.
∫セ剛 ㎎,M置nnheim,1兇9,S.70.72.
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第1図 編 物 産 業 内 の 社 会 的分 業 の概 念 図











平 編 業 トリ コ ッ ト産 業 フ ケ 社



























































=:=:=二産 業 振 興
一 ・… 独 立
シ ッ ク ハ ル ト社 幻 レケル.・キー ンリン社
一 取引 ・技術
協力関係
の開発が行 われたのであ り,そ の輸出依存度の高さに も拘わ らず,テ ロ ッ ト社
が如何 に産地内存在 であったかが窺われ よう。
結.び
第1図 は,ヴ ュルテ ンベルクの編物 産業 内に形成 され た社会的分業関係 を,
本稿 で言及 し得 た工程 ・経営 に限 り概 念図 として現 した ものであ る。 ここで改
めて確認 されるように,ヴ.ユルテンベ ルクの近代編物産業の展開 は,フ ケ社 と
..1:商業本部 による一連の編物産業振興 策を起点 とす る ものであ った。 フケ社か
＼転 後 間 も な く,平 編 用 丸 編機 の 生 産 を 中止 して し ま った 。.従来 の7ラ ン ス式 丸編 機 の 製作 に特 化
す る こ と が 製 品 政 策 上 有 利 で あ る と,フ ケ 社 は 判 断 した の で あ る.Voege,EmSt,a.a.O.,S.
76-81.
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らテロ7ト が独立 し,さ らにテロ ット社か ら々イヤー杜や シュタール社 が誕生
した。 また工商業本部が トリコ ット産 業とともに平編業の振 興策 を展 開 した こ
とで,グ レーバー社 からス トル社,シ ュ ミッ ト社 とい う平編用編機 の製作 会社
が生まれた。そ してこう して成立 した各編機製作 会社 は,編 物生産者や編針製
造 のグロッ社 と技術 ・市場情報 を共有 して,編 機 の改 良 ・発 明に努めた。
ヴュルテ ンベ ルクの編物産業は,こ うした編機製造業 の発展 を前提 とし.て,
近代的産業 として急速 に自己形成 を遂 げたので あ り,各 編物産地は,個 々の編
機製作会社 と密接 な取 引 ・技術協力 関係 を取 り結ぶ ことで,設 備の近代化 と製
品の革新を推 し進 めたのである。 シュヴェ.一ビ ッシェ ・.アル プ地 区における平
編業の興隆 とロイ トリンゲ ンもの の生産の拡 大,バ ー リンデ ン地区 にお ける粗
製品か ら中質品生産への移行 などは,そ の好例で あろ う。
紡績部 門で は,域 内綿紡 績業 と編物産業 との取引関係の存在が指摘されては
い る ものの,特 にシ ックハル ト社が シ ュヴェー ビッシェ ・アル プを中心 とする
平編業 に綿撚 糸を,メ ルケル ・キー ンリン社が シュ トゥ トガル ト地 区の羊毛編
物業(ト リコ ット産業)に 梳毛糸 を供給 してお り,こ れ らの生産者が編物産地
と並行 的に発展 を遂げ ることにな った。
ヴュルテ ンベ ルクの編物産業は,強 固な中小企業性 によ り特徴づ けられ,と
りわ け1870年代までの展開は近代 的産業発展 の前史 と して位置づ けられて きた。
しか し,以 上で明 らか とな った急速 な新技術 の波及 と関連支援 産業 の.発展 を踏
まえ るな らば,編 物産業 における大工業化の遅延 を.もはや停滞 と見 なす ことは
で きないであろ う。 中小 ・零細 の生産者が多数を成 した ヴュルテ ンベ ルクの編
物産 業の発展 は,ま ず何 よ りも社 会的(垂 直 的)分 業 の深化 ・.拡大の中 に現 れ
ることになった。
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